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・ 星遷后駆
まちの出来事 (P. 2) 

町長随想 (P. 5) 

よろこびかなしみ ・ (P. 6) 

保健センターだより (P. 8) 

お知らせ (P. 70) 

四首長が本州最西端の地へ

本州四端首長

籾欝西瑞毘沙ノ鼻踏破
し`、1Ji惜市 禾0歌山県串本町 2009. 1. 23 

青森県大間町 岩手県宮古

1月23日、本州四端首長交流会議が山口県下関市で開催され、宮古市長、下関市長、串本町長、大間町長の

四首長が本州最西端の地である毘沙ノ鼻（びしゃのはな）を訪れました。 (p.3に関連記事）

串本町の人口と世帯数

・人ロ・・・・・・ 19,539人 ・男性…… 9,0ワワ人 ・女性…… 10,462人 ・世帯数…… 9,301世帯

（平成21年2月1El硯在）



「大規模災害時における相互援助協定」に調印する四首長

木州最西端の地毘沙ノ鼻で挨拶を行う江塁下関市長

芝
生
内
の
会
場
で
は
串
木
節
保
存
会
（
右
）

潮
炉
節
保
存
会
（
右
下
）
ト
ル
コ
民
族
舞

踊
団
（
左
下
）
の
皆
さ
ん
に
よ
る
踊
り
の

披
露
が
行
わ
れ
、
見
物
に
訪
れ
た
多
く
の

来
場
者
か
ら
、
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま

し
た
C

1
月
2
3
H
、
山
口
県
下
関
巾
に
お
い
て
、
串
本
町
を
含
む
囚
手
県
宮
ー
ロ
＇
巾
、
山

口
県
下
関
市
、
青
森
県
大
間
町
の
本
州
束
西
＇
田
北
四
端
に
位
置
す
る
自
治
体
首
長

が
集
ま
り
、
本
州
四
端
首
長
交
流
会
域
が
間
併
さ
れ
ま
し
た
．

今

lUl2
回

H
と
な
る
本
州
四
端
に
属
す
る
自
治
休
で
の
交
流
会
議
で
は
、
今
後

の
四
巾
町
に
よ
る
交
流
テ
ー
マ
に
つ
い
て
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
大
規
模

災
害
が
発
牛
し
た
院
に
、
物
資
や
人
的
＇
茶
援
等
の
援
助
を
相
互
に
行
う
協
定
か
締

結
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
こ
の
日
四
首
長
は
、
本
州
贔
西
端
の
地
と
な
る
下
関
市
毘
沙
ノ
昇
（
び
し
ゃ

の
は
な
）
を
訪
れ
、
今
後
も
四
端
＇
巾
町
て
の
＇
父
流
を
一
層
深
め
る
こ
と
を
確
認
。

次
日
の
本
州
四
端
肖
長
交
流
会
議

は
本
州
最
向
灌
の
当
串
本
町
で
の
開

併
が

f
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

,

I

 

高
速
道
路
早
期
実
現
を
目
指
す
決
起
大
会

1
月
2
4
日
、
高
速
逆
路
の
早
期
実
現
を
目
指
す
決

起
大
会
か
串
木
町
文
化
セ
ン
タ
ー
て
開
催
さ
れ
、
会
場

に
は

1
0
0
0
人
を
越
え
る
＊
場
者
が
訪
れ
ま
し
た
。

人
会
て
は
、
二
階
俊
博
経
済
産
栄
人
臣
が
品
詞
講

演
を
行
い
、
「
道
路
は
什
民
の
生
命
・
財
産
を
守
る

た
め
に
必
咬
で
あ
り
、
日
本
の
伍
力
を
取
り
戻
す
た

め
に
も
、
地
方
を
尤
気
に
す
る
こ
と
が
重
要
」
と
高

速
追
路
の
必
要
性
を
訴
え
ま
し
た
。

人
会
の
最
後
に
、
高
速
道
路
の
旱
期
実
現
の
た
め
、

国
へ
の
安
望
市
項
の
決
誡
案
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

本
州
最
西
端
の
下
関
市
へ
四
首
長
が
集
結

本
州
四
端
協
議
会

芝生に広ってゆくオレンジ色の炎に、多く

の来場者が目を奪われました。

大会会場となった文化センターには多くの方々が

来場しました。

2
月
7
日
、
潮
岬
望
楼
の
芝
生
に
お
い
て
、

串
本
町
観
光
協
会
主
催
に
よ
る
「
本
州
最
南

端
の
火
祭
り
」
が
開
催
さ
れ
、
＂
之
焼
ぎ
な
と

の
イ
ベ
ン
ト
に
多
く
の
来
場
省
が
訪
れ
ま
し

た。
芝
牛
内
の
会
場
で
は
、
串
木
節
保
存
会
、

串
木
IHJ
ト
ル
コ
民
族
絣
踊
団
、
湖
岬
（
み
さ

き
節
保
存
会
の
皆
さ
ん
に
よ
る
踊
り
の
披

蕗
が
行
わ
れ
た
は
か
、
ト
ビ
ウ
オ
の
つ
み
れ

が
入
っ
た
「
し
ょ
ら
さ
ん
鍋
」
や
「
ザ
丁
餅
」

が
板
る
舞
わ
れ
ま
し
た
c

夕
刻
、
あ
た
り
が
賠
く
な
り
始
め
た
頃
、

串
木
出
潮
太
妓
の
演
奏
が
響
く
中
、
串
本
高

校
の
弓
道
部
員
に
よ
っ
て
火
矢
が
放
た
れ
る

と
、
約
1
0
J
J
平
方
メ
ー
ト
ル
の
＂
之
生
は
瞬
く

間
に
オ
レ
ン
ジ
色
の
炎
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

こ
の
地
焼
ぎ
は
、
も
と
も
と
害
虫
駆
除
と

新
＂
牙
の
台
成
を
促
す
目
的
で
行
わ
れ
て
い
た

も
の
で
す
が
、
「
火
祭
り
」
と
し
て
イ
ベ
ン
ト

化
し
、
夕
刻
に
開
催
す
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら

は
、
，
田
紀
に
春
を
呼
ぶ
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
広

く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
町
内
外
か
ら
こ

の
幻
想
的
な
芝
焼
き
を
見
る
た
め
に
、
多
く

の
末
場
者
が
訪
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

エ
ル
ト
ゥ
ー
ル
ル
号
遭
難
者
を
慰
霊

団

ト

ル

コ

共

和

国

統

合

参

謀

大

学

研

修

団

来

町

修研

2
月
11
日
、
ト
ル
コ
共
和
国
統
合
参
謀
大
学
研
修

るい

団

18
名
が
串
本
町
を
訪
れ
ま
し
た
C

斉
研
修
団
は
出
本
町
役
場
を
表
敬
訪
問
し
た
後
、
坪

を歌
野
崎
に
あ
る
ト
ル
コ
軍
艦
遭
難
慰
霊
碑
を
訪
れ
献

国ぃ
花
・
黙
梼
を
行
い
、
国
款
を
斉
唱
し
て
殉
難
将
士
の

を
冥
福
を
祈
り
ま
し
た
。

行

今
回
串
木
IEJ
を
訪
れ
た
研
修
団
の
コ
ラ
イ
・
ユ
ル

典式

マ
ス
海
軍
大
佐
は
、
慰
宝
碑
を
前
に
し
、
「
こ
こ
は

花献

ェ
ル
ト
ゥ
ー
ル
ル
号
が
遭
帷
し
た
悲
劇
の
地
で
す
が
、

で1n-

遭
難
者
に
対
し
大
変
な
援
助
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
当

の碑

時
の
住
民
の
方
々
に
大
変
必
謝
し
ま
す
c

た
く
さ
ん

霊慰

の
方
々
が
お
祈
り
を
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
こ
と
に

の崎野樫
も
惑
動
し
ま
し
た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

春
を
呼
ぷ
炎
の
祭
典

本
州
最
南
端
の
火
祭
り
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町
民
の
皆
さ
ま
ご
ん
に
ち
は
。

冬
来
た
リ
な
は
春
遠
か
ら
じ
と
申
し

ま
す
か
、
今
年
も
早
く
も
春
の
訪
れ
を

感
し
さ
せ
る
今
El
こ
の
頃
て
す
。

さ
て
今
回
は
串
本
町
で
の
娼
し
い
出

来
事
に
つ
い
て
こ
報
告
し
た
い
と
思
い

ま
す
。ま
す
最
初
に
、
ま
ち
の
広
報
く
し
も

と
か
、
嗅
コ
ン
ク
ー
ル
に
お
い
て
三
年

連
続
て
曲
村
の
部
一
位
に
痛
き
、
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。

El頃
の
に
ゆ
ま
な
い
精

進
の
賜
物
と
考
え
て
い
ま
す
。

二
つ
目
に
は
二
月
に
石
わ
れ
た
市

曲
村
対
抗
シ
ュ
一
ー
ア
駅
伝
に
お
い
て
、

串
本
町
チ
ー
ム
は
束
牟
婁
祀
内
て
は
第

一
位
の
十
穴
位
と
芸
戦
い
た
し
ま
し
た
。

特
に
女
子
中
学
生
の
頒
張
リ
か
注
目
を

集
め
た
と
こ
ろ
て
す
。

さ
ら
に
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
第
一

号
と
し
て
束
京
都
在
住
の
方
か
ら
串
本

町
に
対
し
て
ご
寄
付
を
賜
り
ま
し
に
。

こ
の
方
は
、

1
9
8
5年
の
イ
ラ
ン

臀長随趙

松原 繁樹

イ
ラ
ク
戦
争
の
折
、
ト
ル
ニ
航
空
概
に

よ
リ
救
出
さ
れ
た
日
本
人
の
一
人
て

あ
っ
た
そ
う
て
す
。
い
に
ビ
い
に
ご
寄

付
は
丁
ル
ト
ワ
ー
ル
ル
号
の
引
ぎ
拐
け

や
海
底
調
査
の
た
め
、
ま
に
国
際
交

流
・
地
域
活
性
化
の
た
め
に
有
効
に
活

用
さ
せ
て
い
た
に
き
ま
芍
。

合
、
串
本
町
は
嗅
下
市
曲
村
の
中
に

涜
つ
て
、
様
々
な
シ
ャ
ン
ル
て
注
目
さ

れ
て
い
る
町
て
あ
る
と
思
い
ま
す
。

新
病
院
の
建
設
を
は
し
め
、
修
学
旅

行
誘
致
に
か
か
る
民
泊
事
業
、
企
業
進

出
に
関
連
し
た
マ
ク
ロ
養
殖
事
業
の
推

進
等
、
曲
の
活
性
化
に
寄
与
す
る
で
涜

ろ
う
事
業
が
目
口
押
し
で
あ
り
ま
す
。

一
方
て
は
、
米
国
に
端
を
発
し
た
世

界
不
況
か
わ
か
国
に
も
押
し
寄
せ
、
日

本
の
ト
ッ
フ
企
業
に
お
い
て
も
リ
ス
ト

ラ
や
採
用
内
定
者
の
取
リ
酒
し
等
が
違

日
報
道
さ
れ
て
い
る
社
会
情
勢
で
も
涜

リ
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
て
、
私
は
就
任
以
来

「
口
本
一
の
町
つ
く
リ
」
を
標
榜
し、

岡
職
員
と
一
体
と
な
っ
て
目
標
達
成
の

に
め
に
取
り
組
ん
て
お
り
ま
す
。

町
民
の
皆
さ
ま
の
更
な
る
ご
協
カ
・

ご
理
解
を
頂
き
な
か
ら
、
町
民
の
命
と

喜
ら
し
を
〔
寸
る
に
め
、
皆
さ
ま
と
共
に

碩
張
リ
に
い
と
存
じ
ま
す
。

ー教育振興に多大な貢献一

永きにわたつて教職に携わり、昨年12月に

亡くなられた北孝さん（享年77歳）に瑞

宝双光章が賭られることになリ、 2月5日

串本町教育委国会で伝達式が行われました。

北さんは昭和26年4月から串本町内の小中
学校で教諭を務められ，昭和61仔4月からは
樫野小学校、出雲小学校で校長を歴任。学校

外での活動にも児童を積極的に参加させるこ

とで、児童の心身の成長に力を注がれたほか、

伝統芸能の継承にも楼極的に取り組まれまし

た。

まに教職貝退職後は串本町議会阪貝として、

住民の福祉の向上、産業文化の振輿に寄与す

るとともに、串本町の教育振興に貫献されま

した。

I 
. ．．  

I ぷ＊誓闘疇-|
I 

I i ―串本町ふるさとのまちづくり四屡寄付— i 
I 東京都羽村市在住の沼田準ーさんより 、串本 i 
i 町ふるさとのまちづくり応援寄付事業の 「国際 ！ 
！交流に よる地域の活性化及び振興等に関する事 ！ 

i 

I 業」「教育 ・文化 ・スボーツの振興及び施設整備 I 
1等に関する事業」に対し寄付をいただきました。i
I i 沼田さんは1985年のイラン ・イラク戦争の際、！
I トルコ航空の飛行機により救出された日本人の I 

l 

i一人で、 トルコから日本人救出の飛行機が出さ i 
I れた背景に、 1890年のエルトゥ ールル号連難事 ！ 
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消
防
庁
で
は
、

r
火
の
し
ま
つ
君
が
し
な
く
て
誰
が
す
る
」
を
統
一
標
語

と
し
、
平
成

21年
3
月
1
日
（
日
）
か
ら

7
日
（
土
）
ま
で
の

7
日
間
に
わ
た
り
、

平
成

21年
春
季
全
国
火
災
予
防
運
動
を
実
施
し
ま
す
。

こ
の
運
動
を
機
に
、
日
ご
ろ
忘
れ
が
ら
な
火
災
に
対
す
る
警
戌
心
を
喚
起
し
、

一
人
ひ
と
り
が
防
火
の
重
要
性
を
自
覚
し
、

El常
生
活
で
の
防
火
を
実
践
し
、
さ

ら
に
、
住
民
・
事
業
所
の
関
係
者
お
よ
び
消
防
機
関
等
が
一
休
と
な
り
火
災
予
防

を
唯
進
し
、
火
災
に
よ
る
死
傷
者
の
発
生
や
財
産
の
損
失
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

こ
の
ほ
か
、
春
季
全
国
火
災
予
防
運
動
と
同
時
期
に
、
「
全
国
山
火
事
予
防
運
動
」

と
「
車
両
火
災
予
防
運
動
」
も
あ
わ

U
て
実
施
し
ま

g
。

7
つ
の
ポ
イ
ン
ト

■

い
の
ち
を
守
る

|
3

つ
の
習
慣
•
4

つ
の
対
策
—

3
つ
の
習
慣
一

①
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る
。

②
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の
か
ら
雖
れ
た
位
置
で
使
用
す
る
。

③
ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ
る
と
き
は
、
必
す
火
を
消
す
。

_
4
つ
の
対
策
―

①
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
。

②
｛
浸
貝
．
衣
類
．
カ
ー
テ
ン
か
ら
の
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、
防
炎
吊
を
使
用
す
る
。

③
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め
に
、
住
宅
用
消
火
器
等
を
設
置
す
る
。

④
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人
を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の
協
力
体
制
を

つ
く
る
。

町
民
一
人
ひ
と
り
が
防
火
に
対
す
る
意
識
を
常
に
持
ち
、
住
み
よ
い
ま
ち
に

し
て
い
き
ま
し
ょ
う
！

⑥広報くしもと 2009.3

一平成a1~度ー名種講習日程表量(4月こみ月，）~
講習の名称 日 時 場 所 受講料等 受付開始予定

職長安全衛生責任者教育 4月7E（火）～ 和歌山県建設会館
¥ 12,0JO 3月9日（月）～

（リスクアセスメント含む） 4月8E（水） 3階会議室

研削といしの取替え又は取替え時の試迎
5月12B（火）

和歌山唄遠設会館
¥ 6.0JO 4月13日（月）～

転の業務（特別教育） 3階会議室

石 綿 作 業 主 任 者
5月26B（火）～ 和歌山県建設会館

¥ 9,900 4月刃E1（月）～
5月匂E（水） 3階会議空

地山の掘削及び土止め支保工作業主任者 6月9E（火） 和歌山喋建設会館
¥ 8，①〇 5月11日（月）～

(1 ・2級土木施行管理技術検定合格者のみ） 午後1時～ 3階会議室

足場の組み立て等 7月7E（火）～ 和歌山県建設会館
¥ 9,6JO 6月8日（月）～

作 業 主 任 者 7月8E（水） 3階会議室

職長 安全衛生責任者教育 7月14B（火）～ 和歌山限狸設会館
¥ 12,0JO 6月15日（月）～

（リスクアセスメン ト含 む） 7月15E（水） 3階会議室

（注） 1.講義時l閉はいずれも AM9 : 00-PM 5 : 00（講義内容により、変更があります。）
2.講習会の受付は、講習会開他の約 1ヶ月前からです。

3.受講科は当方にご持参いただくか、または現金杏留でお舶いします。

4.受講料等には、テキスト代が含まれています。

5.定員になり次第、締め切ります。
6.巾込者が少数の場合は、講習会を取りやめさせていただく場合があります。

建設業労慟災害防止協会 和歌山県支部 m 073-436-1 327 

広報くしも と2009-3 ④



70歳～74歳までの国民健康保険の

方の自己負担割合について

70歳～74歳の一般 ・低所得者の高齢受給

者証の目己負担割合は、現在、平成和年4
月から平成21年3月31日まで国の軽減特例

措置により 1割負担に据え置かれておりま

すが、その軽減特例措置が平成22年3月31

日まで再度延長されます。 よって、平成2l

年4月からの高齢受給者の負担割合におい

ても 1割負担となります6
現役並み所得のある方についての自己負

担割合は3割で変更ありません。

■お問い合わせ
串本町役場住民課 国民健康保険係

n 0735-62-0555 

移動県民祖臨開備
和歌山限では弁詭士及び県民相談貝による

法律相談、行政相談、その他一般相談を開催

いたします。

▼日時

平成21年3月17日（火）

午後 1時～午後 4時まで

▼場所

串本町文化センタ ー

（受 付）2階D会議室（和室）

（相談室） 2階AB会誤室
▼予約受付

3月3日 （火） より予約受付開始

※先消10名

▼お申し込み • お問い合わせ

東牟嬰振興局総務企画室

合 0735-21-9607

▼その他

相談を受けられる方で、相談に関わる参考

資料をお持ちの方はご持参ください。
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※詳しくは国土交適省ホームページ

でこ覧になれます。
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後期高齢者（長寿）医療保険からのお知らせ

◎平成21年度の特別徴収（年金天引き）が4月より
始まります。

◎平成21年度の普通徴収（口座振替・納付書による
納付）は7月より納めていただくこととなります。

問

保険料の納め万は、受給している年金額によって、年金から差し引きされる特別徴収と口座

振替や納付書などで納める普通徴収の2通りに分かれます。差し引きされる年金は原則と して
介護保険料が差し引きされる年金と同じです。

［特別徴収と普通徴収］

◎特別徴収（保険料を年金天引きにより納める）

◎普通徴収（口座振替または納付書により保険料を納める）

［納付方法）

◆年金から差し引き（特別徴収）

対象となる方：年金が年額l8万円以上の方（介護保険料との合計が年金額の2分の1を越える場合は除く）
納 め 方：年6回の年金の定期払いの際に年金から保険料があらかじめ差し引きされます。（通帳ヘ

入る前に徴収となります。）

4月 (1期） 1仮6月:2期）定|8月 (3期） I 10月 (4期）I*l2月:5期）定|2月 (6期）

〇仮箕定 •••前年度所得が確定していないため、仮に箕定された保険料を納めます。

●納付書での納付（普通徴収）

対象となる方． 年金額が年閤18万円未満の方、または介謡保険科との合舜額が年金額の2分の 1を
超える方

納 め 方：市町村から送付される納付門で、期日内に指定された金融機関で納めます。和歌山唄で

は、普通徴収による納付の際は、仮箕定の制度はありません。 7月から3月まで(9回）
の本算定により納付していただくこととなります。

※口座振替依頼芭の提出を金融機関にされている方は、 7月から3月まで(9回）、各月末に口座より
自動納付させていただきます。

本舜定

（温 I(］贔 I（畠 I二 I(15l贔I点は） I （温 I(［贔 I(］ら
※特別徴収の該当になられた方は、普通徴収の口座振替を選択できる制度に改正されました。

（普通徴収［口座振替］への変更に1よ変更甲出書の提出が必要となります。）

※特別徴収から普通徴収の変要には、社会保険庁との調整が必要となるため期間を要しますのでこ注意く

ださい。

■お問い合わせ先■
串本町役場住民課 後期高齢者（長寿）医療保険係 n 0735-62-0555（代表）

⑤ 広報くしもと 2009.3

＠翠疇
保健センター 3月の行事予定は下記のとおりです。

※健診等についてのお申し込み • お問い合わせは 、
保健センター (ff0735-62-6206)まで。

［成人関係］

健康相談

実施El

3月2日（月）

3月3日（火）

3月9日（月）

3月13日（金）

3月お日（水）

受付時間

s・oo-10・00 

10項）～II況l

9・00-10・00 

10 JJ-11汎

13 00-75 00 

900-1000 

10 3)-11汎

g況～10況

13 00-14 00 

14 3)-15汎

会 場

江田区民会館

田並公民館

大島開発総合センター

出雷公民館

保牲センター2階

有田公民館

二色集会所

津荷集会所

古田青年クラプ

田原山村交流センター

※雑でもお気軽に会楊へお越しください，
（血圧測定や飩瞑1こついての柑故を受けております）

［乳幼児関係l
乳幼児健診

日時

133月:OO5~日13（木：況） 

133月:0012-日13（木:30） 

l33月:0026~日13（木:30） 

l33月:3026~日14（木:00） 

乳幼児予防接稲

日時

場所
暉センター
2階
保雑セ2階ンター

暉センター
2隆
暉センター
2階

内容

3月03-日13（火:40） 13 l （麻風MししRんんI混期・合）

133月:1010-B13（火:40） ＝1 種期混初合回

l33月:OO26~曰13（木：項） BCG 

内 容

1歳歳6ヵ月月児児及値び診
2 6ヵ

10ヵ1歳月児兜健紐診診～

4BヵC月G児接饉種診＆

6ヵ月児僣診

各種我堂

日時及び内容

(63 ヵ月ひ月10よ児日～こ（火ひ1）歳ろ10児ば:00対-象）

(32月歳ち匂び児日～っ（こ金3歳ひ）1ろ児0:対ば00象-） 

※MR 111/1（麻しん・凪しん混合）の接種対象は 1歳児です。
※て祉1比合の予防接祉対象は7戒6ヵ月未満の方ですc
に道1見合11111初皿は20~56n(J)1:1隔で3皿接社します。）
※予肋接位・ひろばの会場1;J.i沫他七ンクー2階です。

献血

日時

謬悶乱 1矢倉甚戻碑；蝉場所

1 ［⇒歴臨硲四喘翅印溢壊一 J 1 

I 

□ 三二］

平成19年に10代・ 20代を中心とした年齢居で麻しんが流行し、社会的問題となりました。 その ！
ため国は麻しん排除計画を策定し、平成20年4月より、麻しん・風しん混合予防接種の3期． 4i 
i期が定期予防接種に加わりました。対象者は以下の通りです。
！ 定期予防接種の期間内（平成21年3月31日まで）で受けていただくと無料（公費負担）で受け ；
！ られます。定期予防接種の期間を過ぎてしまいますと、接種する際には目己負担となりますので ｛ 
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で
は
、

2
0
0
9
年
度
＂
則
期
の
大

学
院
科
目
玲
収
修
生
・
学
部
閉
放
授
業

受
講
牛
を
募
集
し
ま
す
。

▼
大
学
院
授
業
科
目

0
地
域
つ
く
り
と
デ
ザ
イ
ン
・
イ
メ
ー

ジ
・
サ
イ
エ
ン
ス

定
日
10名

0
熊
野
の
近
代
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
風
娯
認

晶
定
貝
1
0
名

0
食
料
生
産
の
技
術
科
学

近
畿
地
区
国
守
大
学
法
人
等
職
員
統

＂

募

集

連絡先

一
採
用
試
咲
の
試
験
案
内
の
配
布
が
始

ま
り
ま
し
た
。

了
受
験
資
格

昭
和
5
5
年
4
月
2
日
以
問
に
生
ま
れ
た

方了
受
付
期
間

平
成
21
年
4
月
1
日
（
水
）

1

4
月
1
0
日
（
金
）

烹
第
＿
次
試
験

平
成
21年
5
月
17
日

(n)

▼
お
問
い
合
わ
せ

近
畿
地
区
同
立
人
学
法
人
的
職
貝
統
一

採
用
試
験
申
務
室

6
0
7
-
a
_
7
5
3
0
_
2
2
2
7
 

1
2
2
3
0
 

半
成
21
年
度
同
税
専
門
官
採
用
試
駿

に
つ
い
て
次
の
と
お
り
お
知
ら
せ
し
ま

す。了
受
験
資
格

定
員
l
O
名

0
地
域
席
業
ク
ラ
ス
タ
ー
論

定
員
1
0
名

※
金
昭

n夜
間
（
り
後
5
時
3
0
分
1
午

後
8
時
40
分
）
及
び
十
濯
日
・
日
曜
日

（
午
飢
9
時
3
0
分
1
午
後
3
時
）
に
開
講

て
学
部
授
業
科
目

0
漱
石
文
学
と
関
西

定
員
50
名

※
土
曜
日
↑
後
1
時
叩
分
1
午
後
4

時
40
分
）
に
間
講

て

場

所

県
立
情
報
交
流
セ
ン
タ
ー
「
B
i
g
.
l
J」

▼
申
し
込
み
締
切
日

平
成
21
年
3
月
31
日
（
火
）

て
授
業
内
容
・
日
時
・
費
用
等

詳
細
に
つ
い
て
は
、
和
歌
山
大
学
紀
南

サ
テ
ラ
イ
ト
事
務
室
ま
て
お
間
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

和
状
山
大
学
紀
由
サ
テ
ラ
イ
ト
中
務
室

〒

6
4
6
|
0
0
1
1

田
辺
市
新
庄
町
3
3
5
J
3
|
9

6
0
7
3
0
9
|
2
3
0
|
3
3
9
7
7
 

（
火
昭

n
I土
昭

n
り
前
9
時
1
午

後
3
時
ま
で
）

E
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

k
i
n
a
n
 @
c
e
n
t
e
r
.
w
a
k
a
y
a
m
a
,
u
.a
c
.j
p
 

昭
和
5
5
3
年
4
月
2
日
1

昭
和
63
年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
方

昭
和
62
年
4
月
2
日
以
降
に
生
ま

れ
た
力
で
、
次
に
該
当
す
る
方

①
大
学
を
卒
染
し
た
方
及
び
平
成
2
2

灯
3
月
ま
で
に
人
学
を
卒
染
す
る

見
込
み
の
カ

②
人
事
院
が
①
と
同
等
の
資
格
が
あ

る
と
認
め
る
方

マ
試
験
の
程
度

大
学
卒
業
程
度

▼
申
込
受
付
期
間

平
成
21
年
4
月
1
日
（
水
）

1

4
月
14
日
（
火
）

※
郵
送
の
場
合
4
月
日
日
ま
で
の
通
伝

日
付
印
有
幼

「
試
験
日

第

1

次

試

験

6

月

14
日
（
日
）

マ
試
験
地

京
都
市
・
大
阪
市
（
近
畿
地
域
）

マ
採
用
予
定
数

約
1
0
0
0
名

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://www

.wakayama

-u
.ac
.Jpikrnan1• 毎

頂．

嚢

総
務
省
で
は
軍
気
通
信
サ
ー
ビ
ス
利

用
者
の
意
見
を
軍
気
通
信
行
政
に
泊
か

す
た
め
、
電
気
通
信
サ
ー
ビ
ス
モ
ニ

タ
ー
を
次
の
と
お
り
器
梨
し
ま
す
。

▼
募
集
内
容

満
2
0
歳
以
上
で
近
畿
2
府
4
県
に
在
住

の
方
C

募
集
人
員
は

1
3
0
人

マ
活
動
内
容

年
2
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
ヘ
の
同
答
や
、

モ
ニ
タ
ー
会
議
（
年
ー
同
・
依
頼
者
の

み
）
へ
の
出
席
が
主
な
泊
動
。
謝
礼
令

あ
り
c

マ
委
嘱
期
間

平
成
21
年

6
月
1
日
1
平
成
2
2
年
3
月
31
日

▼
応
募
方
法

希
竿
者
は
ハ
ガ
キ
の
裏
面
に
郵
便
番

号
・
付
所
・
氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）
・
電
話

誓
万
・
年
齢
・
竹
別
・
戦
染
・
メ
ー
ル

ア
ド
レ
ス
（
任
意
）
・
応
募
動
機
を
記
入

し
、
衣
面
に
「
モ
ニ
タ
ー
希
睾
」
と
書

い
て
、
次
の
宛
先
ま
で
郵
送
く
だ
さ
い
。

-
T
5
3
4
0
1
8
7
9
5
a
 

2
 

串

古

学

生

串本町役場本庁舎

(TEL 6 2 -0 5 5 5) 

串本町役場古座分庁舎

(TELワ2-0081)

本病院
(TEL 6 2 -0 6 3 5) 

座川病院

(TELワ2-0280)

校教育課
(TEL 6 2-6 0 6 6) 

涯学習課

(TEL 6 2-0 0 0 6) 

本町図書館

(TEL 6 2-46 5 3) 

健センター

(TEL 6 2-6 2 0 6) 

町内放送案内

（翌 0120-928-649)

串本町ホームページアドレス

http//www.lown.kushimolo.wakayama.」pi

串本町メールアドレス（代表）

kikakuzaisei@town.kushimolo.wakayama.jp 

串

保

お
知
ら
せ
＆
行
事
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3国国国口国国
日曜 行事内容（時閾） 場 所 主管課等

※健康相談予防接種ひ

よこ広場ちびっこ広場
などの日程については、
8ページの「保他センタ
ーだより」をご覧くださ
い。

1日 串本町文化センター 串本町文化センター 生涯学習諜
開館印周年記念挙業
「木乃下頁市 With
林英哲コンサート」
(16 00~ ） 

8日 第4回町民音楽祭 串本町文化センター 生涯学習課
(10 00- ） 

未来への国際展望 串本町文化センター 生涯学習課
10火 ～学術シンポジウム～

in串本2009
(18 00- ） 

12木 人権行政相談 串本町文化センター 住民課
(13 3:J-15 3:J) 

l2木 行政相談 古座福祉センター 住民課
(13 l:J-15 l:J) 

15日
第4回 串串本本町町文立化セ体ン育タ館ー

生涯学習課
ふれあいいきいきまつり
(9 m~15 ①) 

26木 人権行政相談 潮岬公民館 住民課
(13 3:J-15 3:J) 

田

今
月
の
納
税

了
税

目

0
国
民
健
康
保
険
税
（
随
期
）

象
詭
保
険
料

（随
期
）

0
篇

高

讐

履

贔

料

（第
9
期
）

マ
納
期
限

3
月
31
日

（火
）

※
納
期
内
に
納
付
さ
れ
な
い
場
合
は
、

法
律
に
よ
り
年
率
M
.6
％
の
延
滞
金

が
か
か
り
ま
す
。
納
税
は
お
早
め
に
。

◎
納
税
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、

役
場
税
務
課
へ
。
後
期
嵩
齢
者
医
療
保

険
料
は
役
場
住
民
課
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

今年の火災・救急件数
-2月1日現在一

救急件数

交通 7件

急病ワ7件

その他 33件

合計 117件

火災件数

達物 1件

林 野 0件

その他 0件

合計 1件

火災のない住みよい豊かな町づくり

大
阪
巾
中
央
区
大
手
前
l
|
5
1
4
4

近
畿
総
合
通
伝
局
情
報
通
伝
部
屯
気
通

信
串
業
課
宛

※
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
応
＂
犀
可

(
h
t
t
p
:
 /
/
w
w
w
.k
t
a
b
.g
o
.j
p
)
 

▼
お
問
い
合
わ
せ

総
務
省
近
畿
総
合
通
信
局

屯
気
通
信
中
業
課

6
0
6
|
6
9
4
2
|
8
5
3
1
8
 

園

お
知
ら
せ

抒
自
動
車
税
は
4
月
1
日
（
賦
課
期

n)
の
所
有
者
に
課
税
さ
れ
る
税
金
で

す
、
軽
白
動
屯
バ
イ
ク
で
仕
所
変
更

（
町
外
へ
似
出
）
、
名
義
変
更
、
廃
市

の
千
紐
が
済
ん
で
い
な
い
中
両
を
お
持

ち
の
方
は
、

3
月
31
日
ま
で
に
手
続
を

お
顎
い
し
ま
す
。

T
取
り
扱
い
窓
U

①
原
動
機
付
白
匝
車

(
1
2
5
ば
未
満
）

串
本
町
役
場
税
務
諜

6
0
7
3
5
|
6
2
|
0
5
5
5
 

②
野
二
輪
車
・
小
籾
一
輪
自
動
市

和
歌
山
陸
迪
支
屈

6
0
5
0
|
5
5
4
0
|
2
0
6
5
3
 

紀
印
狂
人
病
予
防
連
絡
会
で
は
、
平

成
20
年
3
月
1
日
か
ら
平
成
21
年
2
月

2
8
日
ま
で
に
、
新
宮
保
健
所
及
び
新
宮

保
健
所
串
木
支
所
に
て
引
き
取
ら
れ
た

犬
、
ね
こ
の
需
を
思
め
る
た
め
、
次
の

と
お
り
仇
喪
す
る
会
を
開
催
い
た
し
ま

す
。
喝
日
は
狂
人
病
予
防
及
ひ
動
物
愛

護
に
関
す
る
パ
ネ
ル
の
展
不
等
も
併
せ

て
実
施
し
ま
す
。

一
般
の
力
々
も
参
加
自
由
で
す
の

で
、
ご
案
内
い
た
し
ま
す
c

T
日

時

平
成
21
年
3
月
19
日
（
水
）

午
後
3
時
よ
り

T
場

所

新
宮
市
緑
ヶ
丘
2
|
4
|
8

束
牟
更
振
興
局
裏
駐
車
瑞
慰
霊
碑
前

マ

主

催

紀
南
狂
犬
病
予
防
連
絡
会

T
お
問
い
合
わ
せ
先

新
宮
保
健
所
衛
生
環
接
課

6
0
7
3
5
|
2
2
|
8
5
5
1
 

③
軽
自
動
車

詳
自
動
車
検
査
協
会
和
歌
山
事
務
所

6
0
7
3
|
4
3
3
|
4
6
5
5
3
 

4
ペ
ー
ジ
に
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
、

串
本
町
で
初
め
て
ふ
る
さ
と
納
税
を
利
用

し
寄
付
を
い
た
だ
い
た
沼

wさ
ん
。
寄
付

に
際
し
寄
せ
ら
れ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
は
、

ご
自
身
が
ト
ル
コ
航
空
機
に
よ
り
救
助
さ

れ
た
背
景
に
、
エ
ル
ト
ゥ
ー
ル
ル
号
の
事

件
が
あ
っ
た
こ
と
に
触
れ
、

7

自
分
達
の
身

の
危
険
も
生
活
苦
も
顧
み
ず
献
身
的
に
救

助
し
た
優
し
い
精
神
、

心
を
串
本
町
の
誇

り
と
し
て
後
世
ま
で
伝
え
て
い
た
だ
き
た

く
思
い
ま
す
」
と
の
言
染
が
添
え
ら
れ
て

い
ま
し
た
。
約
1

2
0
年

コ
し
―-＝口

前
の
出
来
事
が
、
現
在
に

集

後

も
た
ら
す
縁
に
感
慨
深
い

編

も
の
が
あ
り
ま
す
。
(T
)

串一本町長翌串召浬i議含議員詈般選挙
立候補予淀渚説明会開催について

一
標記選挙の立候補予定老説明会を下記の通

リ胴催いたしますので、立候補を予定されて

いる方はご出席ください。

［日時】平成21年3月27日（金）
午後 1時30分～

［場所】串本町文化センター AB会議室
［お商い合わせ】串本町選挙管理委巨会

電話 0735-62-0555 

璽底温
也
廻

障
害
者
目
立
文
援
法
が
施
行
さ
れ
3

年
、
退
院
可
能
な
精
神
障
害
者
へ
の
I
人

援
や
、
地
域
生
活
を
支
え
る
サ
ー
ビ
ス

の
掠
充
な
ど
、
今
も
多
く
の
課
護
が
存

在
し
て
い
ま
す
。
東
牟
妻
地
方
で
生
活

さ
れ
て
い
る
方
の
体
験
発
表
を
通
じ
、

今
佃
が
必
要
か
者
え
ま
す
。

▼

日

時

平
成
21
年
3
月
7
日
（
土
）

午
後
3
時
3
0
分
開
場

ご

場

所

那
智
勝
油
町
休
育
文
化
会
館

▼

内

容

0
休
験
発
表
「
一
歩
踏
み
出
し
て
」

〇
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
（
癒
し
の
音
咋
本
）

0
そ
の
他
展
ホ
・
授
産
品
販
売
・
地
需

休
緊
車
・
模
擬
店
な
ど

※
映
画
「
ふ
る
さ
と
を
く
だ
さ
い
」

ト
映
会
を
l
w
J
時
間
他
（
右
料
）

マ

主

催

束
牟
嬰
板
興
局
健
康
福
祉
部
及
ひ
串
木

文
rJi
▼
お
問
い
合
わ
せ

和
款
山
In小
東
牟
慶
振
興
局
健
康
福
祉
部

串
本
文
rJi

6
0
7
3
5
3
|
7
2
_
o
1
3
6
 

［広告l町取入の一部とするため石料広告を把霰しています。 量
艇
路
墾
盟
醤
蒻
器
回

卜
甲
水
路
観
測
所
で
は
、
次
の
と
お

り
施
設
の
一
般
公
朋
を
行
い
ま
す
。

ア

日

時

3
月

1
3
H
（金）・

14
日
（
土
）

午
後
2
闊
ー
午
後
9
時

マ

場

所

下
里
水
陀
観
測
所

▼

内

容

施
設
公
朋
（
人
工
衛
星
レ
ー
ザ
ー
測
距

装
間
）
、
人
工
衛
犀
観
察
、
海
上
保
安

庁
の
各
柿
染
務
の
紹
介
・
展
示

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

下
里
水
路
観
測
所

束
牟
晏
郡
那
智
勝
油
町
下
甲
1
9
8
1

6
0
7
3
5
|
5
8
|
0
0
8
4
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平
成
2
1年
3

月
1

日
発
行
編
集
•
発
行
／
和
歌
山
県
串
本
町
役
場
企
画
財
政
課

〒

6
4
9
,
3
5
9
2

和
歌
山
県
東
牟
雲
郡
串
本
町
串
本
1
8
O
O
T
E
l
(
0
7
3
5
)
6
2
ー
0
5
5
5

-)
 

3月15日（日）

【日

【場

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w

.

t
o
w
n
•
k
u
s
h
1
m
o
t
o

.

w
a
k
a
y
a
m
a

.

j
p
/

メ
ー
ル
ア
ト
レ
ス

k
i
k
a
k
u
z
a
i
s
e
i
@
t
o
w
n
.k
u
s
h
i
m
o
t
o
.w
a
k
a
y
a
m
a
.jp

時】平成21年3月15日（日）

午前9時20分～午後3時30分

所】串本町文化センター

串本町立体育館

【内容】

◆文化センター大ホール

0記念式典・表彰

〇歌と踊りの発表会

0防災紙芝居

0講演「梅干について」

◆文化センター館内

幼稚園児絵画展示・健康相談コーナー・

骨髄バンク啓発コーナー•お茶席・

紀州ばなし•よみきかせ

◆町立体育館

昔の遊びコーナー•バルーンアート・

クラフトコーナー・和太鼓演奏•もちまき·

風船プレゼント•おもしろ釣り大会

◆文化センター前駐車場

バザー・地震体験

◆町立体育館裏

ちびっこ広場・ゲームコーナー•バザー

■主催 串本町・串本町教育委員会・串本町社会福祉協議会
【広告】町収入の一部とgるため有料広告を掲載していまg。


